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普通の暮らしの幸せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 私は介助を初めてしてみて、声をかけることが大切だと知りました。なぜかというと、段

差の時に転ばないように、段差の前に「段差があるから、気をつけてね。」と声をかけるこ

とで、乗っている人も落ち着いて坂道や段差を越えられると思います。これから車いすで通

っている人を見たら、よけたり、「気をつけて下さい。」とか、声かけなどをしたりして、

車いすに乗っている人達を自分なりに助けたいです。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書だＧＯ！ 
 
口石小学校では、 
「読むことが楽しいと感じる、本の好きな子ども」 

 「幅広いものの見方、感じ方、考え方のできる子ども」 
 「自らの課題をもって、自分の力で解決しようとする子ども」 
をめざす児童像として、図書館教育に力を入れています。 
１学期は、図書委員会の子どもたちを中心に、新着図書の紹介、図書館利用の呼びかけを行

ってきました。今回は、６月１日から２８日まで行った「読書だＧＯ！」の取組で、本をたくさ
ん読んだ人を紹介します。 
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 私は、車いす体験で、車いすにのっている人達の気持ちと、介助の人達の気持ちがわかりま

した。車いすに乗っている人は、介助の人が段差の所で声をかけないと、こわかったです。介

助の人は、段差で上げる時に車いすの人が落ちるかが心配になりました。最後に車いすの工夫

を知ることができました。ベッドに乗る時の工夫や、片足だけ怪我をしている人が乗れたりす

るような工夫もありました。 

車いすに乗っている時には、段差の時に少しガタンとゆれてこわかったです。介助する時に

は、どれ位の速さで動かしたりすればいいのかが難しかったです。見ている時に、自分の手で

動かしているのを手伝いたくなりました。今日学習したことを、生活の中でどんどん使ってい

きたいです。 


